
 

 

 

「戸田市国土強靱化地域計画（案）」についてのご意見に対する回答 

 

＊貴重なご意見ありがとうございました＊ 

 

 

案 件 名  戸田市国土強靱化地域計画（案）について 

意見募集期間  令和２年１２月１日（火）から令和３年１月４日（月）まで 

 

 

 パブリック・コメントとしてご意見を募集した結果、２名の方から６件のご意見

をいただきました。いただいたご意見の内容と、それに対する市の考え方を次のと

おり公表いたします。 

 

 

【ご意見の概要とご意見に対する市の考え方】 

 ご意見の内容 市からの回答（対応） 

１ （１）事前に備えるべき目標１：被

害の発生抑制により人命を保護

する 

①火災により、多数の死者・負傷者

が発生する事態 

【火災の発生予防】 （２１ページ） 

災害時における火災発生を予防

するため、防火管理者講習の実施や

火災予防に関する意識啓発活動、危

険物の取扱い等に関する消防法令

違反への適切な対応を進めるなど、

民間建築物の防火体制の整備に努

めます。また、一般住宅における感

震ブレーカーの設置を推進し、災害

時における通電火災の発生防止に

取り組みます。 

 

上記について、以下のように修正

していただくよう提案いたします。 

いただいたご意見を踏まえ、次の

ように文言を修正いたします。 

 

災害時における火災発生を予防

するため、防火管理者講習の実施や

火災予防に関する意識啓発活動、危

険物の取扱い等に関する消防法令

違反への適切な対応を進めるなど、

民間建築物の防火体制の整備に努

めます。また、一般住宅における感

震ブレーカーや、住宅用火災警報器

の設置を推進し、災害時の火災によ

る二次被害の発生防止に取り組み

ます。 



 

 

災害時における火災発生を予防

するため、防火管理者講習の実施や

火災予防に関する意識啓発活動、危

険物の取扱い等に関する消防法令

違反への適切な対応を進めるなど、

民間建築物の防火体制の整備に努

めます。また、一般住宅における感

震ブレーカーや、住宅用火災警報器

等の設置を推進し、災害時の火災に

よる二次被害の発生防止に取り組

みます。 

２ （１）事前に備えるべき目標１：被

害の発生抑制により人命を保護

する  

③異常気象(浸水・竜巻)等により、

多数の死者・負傷者が発生する事

態 

【無電柱化の推進】 （２６ページ） 

災害時における電柱の倒壊とそ

れに伴う長期停電を防ぐため、無電

柱化を進めます。 

 

本施策の推進にあたっては、以下

２点についてご配慮いただけます

よう要望いたします。 

① 電線類の地中化における「電線

占用条件(埋設深さ・位置、他埋

設物からの離隔等)」を明確にし、

適切に運用。 

② 地中埋設物に関わる「多数の関

連企業・関係者」との調整と、計

画的な事業運営。 

関係法令などに基づき適切に運

用するとともに、いただいたご意見

も踏まえながら、今後施策を進めて

まいります。 



 

 

３ （１）事前に備えるべき目標１：被

害の発生抑制により人命を保護

する  

④災害対応の遅延等により、多数の

要救助者・行方不明者が発生する

事態 

【行政による情報処理・発信体制の

整備】（２８ページ） 

災害時に適切に情報収集・処理す

る体制を構築するため、ＧＩＳ等を

活用した情報共有システムの構築

やドローン等の新しい情報通信技

術の活用を図るとともに、避難指示

等の必要な情報を市民に適切に伝

えることができるよう、防災行政無

線等の設備導入や対災害性能の向

上のほか、メールやＳＮＳ等の情報

通信など住民に対して情報提供す

る様々な通信技術の導入を図りま

す。 

 

本施策について賛同いたします。 

その上で、特に災害発生時におい

ては、各ライフライン関係企業との

連携による情報伝達体制の強化を

図り、より迅速で正確な災害対応状

況の周知が図られるようご検討を

お願いします。 

的確な情報提供・共有を行えるよ

うに、今後も引き続き努めてまいり

ます。 



 

 

４ （２）事前に備えるべき目標２：救

助・救急・医療活動により人命を

保護する  

③ライフラインの長期停止等によ

り、地域の衛生状態が悪化する事

態 

【災害廃棄物等処理体制の構築】 

（３１ページ） 

災害発生時に円滑な廃棄物処理

を行うため、廃棄物処理施設につい

て災害時でも機能が維持できるよ

う、必要な修繕・維持管理を適切に

行うとともに、廃棄物処理計画等の

作成を行うなど、廃棄物処理体制を

構築します。 

また、災害時における遺体の処理

について、必要な資機材や火葬場の

確保方策を検討するなど、処理体制

を構築します。 

 

本施策について賛同いたします。 

なお、災害発生時の廃棄物処理施

設においては、以下についてもご検

討いただきたいと考えます。 

廃棄物処理施設においては、環境

負荷の低減への配慮と災害対応を

踏まえ、エネルギーの多重化による

強靭化が図られることが重要であ

ると考えます。 

いただいたご意見を踏まえなが

ら、今後施策を進めてまいります。 



 

 

５ （５）事前に備えるべき目標５：生

活・経済活動に必要なライフライ

ンを確保し、早期に復旧する  

②電気・ガス等のエネルギー供給が

停止する事態 

【非常用発電設備等の確保】（３６

ページ） 

電気の供給が途絶えた場合でも、

一定程度の電力を確保するため、主

要施設における非常用発電設備の

導入や事業所、住宅等における太陽

光発電システムの導入の促進等、地

域全体で自立・分散型エネルギーの

導入を進め、エネルギー供給におけ

る多様化・分散化を図ります。 

 

上記について、以下のように修正

していただくよう提案いたします。 

 

電気の供給が途絶えた場合でも、

一定程度の電力を確保するため、主

要施設における非常用発電設備の

導入や事業所、住宅等における太陽

光発電システムの導入の促進等、災

害時にも「在宅避難」が可能となる

住環境の整備や、地域全体で自立・

分散型エネルギーの導入を進め、エ

ネルギー供給における多様化・分散

化を図ります。 

災害時にもエネルギーの確保が

できる環境整備は、重要であると認

識しております。いただきましたご

意見の住環境の整備につきまして

は、市民が主体となってするもので

あることから、修正は控えさせてい

ただきますが、それを推進できるよ

う住宅等における太陽光発電シス

テムの導入の促進等に努めてまい

ります。 



 

 

６ 冒頭で「PDCA サイクル」をう

たっていますが、本編にその概念が

みられません。 

本編のロジックとしては、「国土

強靭化地域計画は第５次総合振興

計画にすべて包含される」と言いた

い様に見受けられますので、「第×

次総合振興計画」で PDCA サイク

ルを回すということかも知れませ

んがその記述がありません。 

そのため、現状何が不足していて

（リスクが高く）、どの方向に向か

っているのか（どう改善されるの

か）、改善が難しい事は何か等が全

く分かりません。 

むしろ、「国土強靭化地域計画の

成果」を「第×次総合振興計画」に

反映するべきではないでしょう

か？ 

国土強靱化地域計画は、第５次総

合振興計画と一体的に策定してお

り、リスクシナリオや脆弱性に対す

る取り組みも第５次総合振興計画

の施策を位置付けております。この

ことから、第５次総合振興計画の施

策を推進し、総合振興計画のPDCA

サイクルを実践することにより、国

土強靱化地域計画の目指す災害に

強いまちづくりを実現してまいり

ます。 

 


